
保護者負担軽減計画について ＜京都府提出資料＞

学校名

所在地

電話番号

【１年生】 入学金
施設拡充費
（入学時）

授業料
施設拡充費等
＊（経常的）

計
(入学時除く)

考査料

100,000 98,000 420,000 15,000 435,000 20,000

【２年生】 授業料
施設拡充費等
＊（経常的）

計

420,000 15,000 435,000

【３年生】 授業料
施設拡充費等
＊（経常的）

計

390,000 10,000 400,000

・今回改定　　なし

・前回改定　　　　　

2024 年度

・京都国際学園教育基金　 ・京都国際学園奨学金　

・京都国際学園兄弟姉妹奨学金　　 ・京都国際学園ＰＴＡ奨学金

・韓国人学校連合会奨学金 ・韓国企業及び団体からの奨学金制度

　語学研修参加費や各種検定受験料などへの補助金を例年通り拡充してゆきます。
　なお、従前からの学校独自の奨学・修学支援制度の主なものは以下のとおり
　

京都国際高等学校

（６）

（１）

（２）

（３）

京都市東山区今熊野本多山町1番地

（075)525-3535　内線2番

（５）

・今後の納付金に
対する考え方

※学科やコースによって
納付金に差異がある場合
は最低額を計上。

（４）

教育内容、施設整備の
改善・拡充等の状況

　教育内容については、海外語学研修・韓国の高等学校との相互交換留学を積極的に推進し、それ
に対する補助を行います。
　2022年には新校舎の竣工に伴い、2部屋の語学室の設置を行うと共に、2025年には体育館への空調
設備の設置をし、学習環境の改善を大きく図る予定であります。

令和７年度の保護者
負担軽減策及び考え方

＊施設拡充費等には、施設拡充費、校費、実験実習費、冷暖房費等の入学金、授業料
及び検定料以外の納付金で、学則に定めのあるものすべてを含む。ただし、ＰＴＡ、
生徒会等、学校法人とは別団体に属する経費、任意寄附金及び給食費は除外。

今後５年程度の保護者
負担軽減計画

  本校は「真の国際人育成」のための教育に全力を注ぎます。
「自尊」自らの出自を認識し、自己の存在に誇りを持つ。「練磨」自らの可能性を切り開くために、自己練磨に勤し
む。「共生」国際人として人権を尊び、異文化を正しく理解し、共に生きる。これら3つの教育理念を基とし、韓国
文化を学べる学校、韓国語をはじめ、英語・日本語の3か国語のトリリンガルを目指し、グローバル社会に対応でき
るスキルを持った人材の育成を目指します。

　本校は1947年開校し、1958年に海外の韓国学校として韓国政府から承認を受け、2004年には日本政府の認可を受
け、一条校の私立中学高等学校として発展してきました。
　韓国語、韓国文化が学べ、小規模学校の良さを生かした目の行き届いた指導全般で、各自の個性にあった進路保障
が学校に課せられた責務と心得ております。
　今後とも日本大学はもちろん韓国の大学への進学や留学に力を注いでいきます。また、文武両道を目指し、勉学の
みならずスポーツの精神と鍛錬を学べる環境作りを図っていきます。

　引き続き、財務体質の強化、経営環境の改善を図ります。また、「教育基金」を中心に据えなが
ら更なる、学内奨学・修学支援制度を拡充していきます。

建学の精神

本校の特色及び
将来展望

・令和７年度納付金

　10年以上、保護者負担を軽減するため納付金を増額しないように努力してきましたが、昨今の全
ての原材料費及び水光熱費の高騰により、経営努力で補える限界を超えてきたと判断し、2024年度
入学生より学年進行で生徒納付金の値上げを行いました。（2023年2月3日　京都府文教課に事前相
談し、2023年3月10日　本学園　理事会・評議員会で決議済み）


